　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　




　【プログラム】



大人のアスペルガー症候群を理解し支援するために


－脳科学と専門外来・デイケアの最前線








講座№11130





日程�
時　　間�
テ　ー　マ�
講　師（敬称略）�
�
11


月


5


日


(土)�
13：00～14：10�
発達障害とは何かをもう一度整理する�
昭和大学医学部精神医学教室教授　　


昭和大学附属烏山病院長　


加藤　進昌�
�
�
14：20～14：50�
障害者就業・生活支援センターにおける　障害者雇用�
障害者就業・生活支援センター


アイーキャリア センター長


根本　真理子�
�
�
14：50～15：40�
障害者雇用の実際－事例に学ぶ－�
障害者就業・生活支援センター　　　　アイーキャリア就業・生活支援ｺｰﾃﾞｨﾈｰﾀ


朴　　明生�
�
�
15：45～17：00�
アスペルガー障害者に対する


潜在的能力の開発


：当事者の視点からみたケイパビリティ・アプローチ�
就業・生活支援経験当事者


渡壁　典弘�
�
11


月


6日


(日)�
　9：30～10：30�
脳科学で


アスペルガー症候群はどこまでわかるか�
（前　　　掲）


加藤　進昌�
�
�
10：40～12：00�
烏山病院の臨床統計と


視線追跡研究の成果から�
昭和大学医学部精神医学教室助教


金井　智恵子�
�
�
昼　　　　食　（各自でおとりください）�
�
�
13：00～1３：50�
成人の発達障害デイケアの実践から（Ｉ）�
昭和大学附属烏山病院精神保健福祉士 


五十嵐　美紀�
�
�
13：50～14：40�
成人の発達障害デイケアの実践から（Ⅱ）�
昭和大学附属烏山病院臨床心理士


横井　英樹�
�
�



14：55～16：00


�
全体討論�



出　席　講　師


�
�






発達障害講座３





多くの書籍が出て、マスコミでも何度も取り上げられて、発達障害はすっかり有名になりました。いままでなんとなく子どもの病気という認識があった「発達障害」が、大人でも大いに問題であることも知られてきました。その代表がアスペルガー症候群です。しかし、その特徴はどこにあるのか、本質は何かということについては、まだまだ誤解に満ちているように思います。それは多く出ている書籍の中にもいくつも見つけることができます。


本講座では、アスペルガー症候群を中心に、大人の発達障害の臨床とデイケアを、4年にわたって実践してきた昭和大学附属烏山病院での経験から、その実像に迫っていこうと思います。臨床的な事実から出発して、脳科学の知見を織り込みながら、何がわかってきたか、今後の課題は何かを探ります。診断は重要な第一歩ですが、アスペルガー症候群の当事者が社会参加するには、それだけではまったく不十分です。就労に向けて何が必要か、何をすべきかについても、専門家をお招きして語っていただきます。


とりわけ、その支援を受けて、実際に私たちのところから巣立っていった当事者に、当事者の視点からみたあるべき支援を語っていただく試みを行います。参加者の皆さんと一緒に考える機会になればと願っています。 　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　【企画講師　加藤進昌】


　


【昭和大学付属烏山病院　　加藤 進昌】



































　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　  【昭和大学医学部教授　加藤進昌】








期　　日：２０１１年１１月　５日（土）・６日（日）


受講対象： 教諭、養護教諭、保護者、学校関係者、保育、相談に関わる方、および関連の専門家


定　　員：１２０名（定員になり次第締切りますのでホームページなどでご確認ください）


受 講 料：１２,０００円（税込、昼食は各自でおとりください）


会　　場：明治安田こころの健康財団　２階講義室


〒171-0033 東京都豊島区高田3-19-10　 電話03-3986-7021


ＪＲ山手線、東京メトロ東西線、西武新宿線｢高田馬場駅｣より徒歩7分














